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そ
れ
ら
の
文
化
財
群
は
二
〇
二
〇

年
に「
レ
イ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ

『
太
陽
と
大
地
の
聖
地
』
～
龍
と

生
き
る
ま
ち　

信
州
上
田
・
塩
田

平
～
」
と
し
て
日
本
遺
産（
※
）

に
認
定
さ
れ
た
。

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
要
件

の
ひ
と
つ
が「
歴
史
的
経
緯
や
地

域
の
風
土
に
根
ざ
し
世
代
を
超
え

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
承
、風

習
等
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
で

あ
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。
で
は
、

塩
田
平
で
は
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー

リ
ー
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
期
待
を
胸
に
、上
田
駅
に
降

り
立
っ
た
。

　

東
京
駅
か
ら
北
陸
新
幹
線
で
一

時
間
十
分
、軽
井
沢
と
長
野
市
の

中
間
に
位
置
す
る
長
野
県
上
田

市
。
上
田
と
言
え
ば
、歴
史
フ
ァ

ン
な
ら
ピ
ン
と
来
る
の
が
真
田
の

戦
国
絵
巻
だ
ろ
う
。
上
田
駅
か
ら

ほ
ど
近
い
高
台
の
上
に
建
つ「
上

田
城
」
は
、真
田
氏
が
二
度
も
徳

川
軍
を
撃
退
し
た
城
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
上
田
城
を
見
て
、信

州
名
物
の
蕎
麦
を
食
べ
て
と
い
う

の
が
上
田
観
光
の
定
番
コ
ー
ス
で
、

山
際
の
別
所
温
泉
へ
と
足
を
延
ば

す
人
も
多
い
。

　

だ
が
、今
回
の
特
集
の
メ
イ
ン

と
な
る
舞
台
は
、上
田
駅
と
別
所

温
泉
駅
を
結
ぶ
別
所
線
に
沿
っ
て

広
が
る「
塩
田
平
」
だ
。
こ
こ
に

は
中
世
に
隆
盛
し
た
名
刹
が
点
在

し
、後
の
世
に
そ
の
風
情
が「
信

州
の
鎌
倉
」
と
称
え
ら
れ
た
。
塩

田
平
に
は
太
陽
信
仰
と
雨
乞
い
の

習
俗
が
息
づ
い
て
い
た
こ
と
を
伝

え
る
社
寺
や
祭
り
が
残
っ
て
お
り
、

参考文献：上田市塩田地区
学校職員会・塩田文化財研
究所『信州の鎌倉 塩田平と
その周辺』（信毎書籍出版セ
ンター）、信濃路編集部『真
田一族のふる里と信州の鎌
倉－上田・塩田平とその周
辺ガイド』（信濃路出版）、

『信濃路 第 42 号』（信濃路
出版株式会社）

※地域の歴史的魅力や特色
を通じて、日本文化や伝統
を語るストーリーを文化庁
が認定する制度

© 岡田光司

・塩
し お

田
だ

平
だ い ら

特集 太陽と大地の聖地

信州上田

塩田平のため池のひとつ「舌喰池」
（したくいいけ）。昔、ため池の水
が漏れたため、一人の娘を人柱に
立てて改修工事をすることとなっ
たが、娘は身の不運を嘆いて舌を
喰い切り身を投げたという悲しい
伝説が残る
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日
本
遺
産「
レ
イ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ『
太
陽
と
大
地
の
聖
地
』
～

龍
と
生
き
る
ま
ち
　
信
州
上
田
・
塩
田
平
～
」。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
訪
ね
る
旅
へ
と
出
か
け
て
み
よ
う
。

　

上
田
駅
で
上
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
文
化
財
課
の
和わ

根ね

崎ざ
き

剛
さ

ん
と
待
ち
合
わ
せ
た
。「
レ
イ
ラ
イ

ン
っ
て
何
で
す
か
？
」。
ま
ず
、馴
染

み
の
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
に
つ
い
て
尋

ね
て
み
た
。「
英
語
で
書
く
とley 

line

。
夏
至
や
冬
至
の
太
陽
が
照
ら

す
光
線
に
沿
っ
て
、遺
跡
や
文
化
財

が
直
線
的
に
並
ぶ
こ
と
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
の
考
古
学
者
に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
た
言
葉
で
す
が
、日
本
に
も
富
士

山
や
出
雲
大
社
な
ど
を
結
ぶ『
御
来

光
の
道
』
を
は
じ
め
、レ
イ
ラ
イ
ン

と
考
え
ら
れ
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ

り
、塩
田
平
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
」

　

和
根
崎
さ
ん
は
日
本
遺
産
の
申
請

当
時
の
担
当
者
で
、ス
ト
ー
リ
ー
の

構
築
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
考
え

た
と
い
う
。「
遺
跡
や
文
化
財
が
造

ら
れ
た
当
時
、レ
イ
ラ
イ
ン
を
意
識

し
て
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料

の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

雨
が
少
な
い
内
陸
性
気
候
の
塩
田
平

で
、住
民
が
山
や
川
に
宿
る
神
を
畏
怖

し
、雨
乞
い
の
習
俗
や
太
陽
の
光
を
意

識
し
て
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
申
請
の

際
は
、か
つ
て
上
田
千
曲
高
校
で
教

鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
相
原
文
哉
先
生

の
研
究
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
は
自
身
の
目
と
足
で

塩
田
平
を
調
べ
歩
き
、遺
跡
や
文
化

財
が
つ
な
ぐ『
太
陽
の
線
』
を
数
学

的
見
地
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
相
原
氏
が
分
析
し
た「
太
陽

の
線
」
が
、上
図
だ
。
以
下
、相
原
氏

の
考
察
を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
。
相
原

氏
は
十
二
月
の
あ
る
日
、国
分
八
幡

社
の
鳥
居
の
中
央
に
太
陽
が
沈
む
こ

と
に
気
づ
い
た
。
国
分
八
幡
社
か
ら

日
没
の
方
向
を
見
る
と
、信
濃
国
分

寺
跡
地（
現
在
は
約
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
北
方
に
移
転
）
の
金
堂
跡
が
あ
る
。

　

古
代
の
人
は
冬
至
の
日
か
ら
春
を

心
待
ち
に
し
て
、農
耕
の
暦
を
作
っ

て
い
た
。
相
原
氏
は「
太
陽
の
線
」
が
、

豊
作
を
祈
る
農
業
信
仰
や
太
陽
信
仰

を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
推

察
し
た
と
い
う
。

国
分
八
幡
社
と
金
堂
跡
を
線
で
結
び
、

塩
田
平
ま
で
延
長
し
て
み
る
と
、生い

く

島し
ま

足た
る

島し
ま

神
社
に
突
き
当
た
っ
た
。
そ

の
線
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
、泥ど

ろ

宮み
や

を

通
り
、女
神
岳
に
突
き
当
た
る
。
さ

ら
に
、生
島
足
島
神
社
と
国
分
寺
と

の
距
離
と
、生
島
足
島
神
社
と
女
神

岳
と
の
距
離
が
等
し
い
こ
と
に
も
気

づ
い
た
。

　

生
島
足
島
神
社
は
格
式
の
あ
る
延え

ん

喜ぎ

式し
き

内
名み

ょ
う

神じ
ん

大
社（
※
）
で
、日
本
列

島
の
真
ん
中
に
鎮
座
す
る
神
社
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
東
西
に
通
じ
る

参
道
は
夏
至
や
冬
至
の
日
に
太
陽
の

光
が
通
り
抜
け
、参
道
か
ら
西
方
を

見
る
と
西
の
鳥
居
の
中
に
女
神
岳
が

す
っ
ぽ
り
入
っ
て
見
え
る
。
さ
ら
に
、

生
島
足
島
神
社
か
ら
垂
線
を
立
て
る

と
、城
山
の
ふ
も
と
に
弓ゆ

み

立た
て

神
社
が

あ
る
。
こ
ち
ら
は
日や

ま
と本
武た

け
る尊
伝
説
の

あ
る
神
社
で
、本
殿
は
生
島
足
島
神

社
の
方
向
を
向
い
て
い
る
。

　

信
濃
国
分
寺
か
ら
北
東
へ
線
を
延

ば
す
と
、太
陽
神
を
祀
る「
大お

お

日ひ
る

孁め

神

社
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、女
神
岳
の

山
頂
の
祠
近
く
に
は
、磐い

わ

座く
ら（
＝
神
の

降
臨
す
る
と
こ
ろ
）
と
思
わ
れ
る
人

工
的
な
巨
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

太
陽
の
線「
レ
イ
ラ
イ
ン
」

線
上
に
並
ぶ
社
寺
や
山
岳

左／生島足島神社から 700 ｍほど
離れたところにある大鳥居。田ん
ぼの中にあり、夏至の早朝 5 時半頃、
鳥居の真ん中に朝日が昇り、清らか
な光が照らす（表紙の写真）　
右／生島足島神社の東の鳥居から
見る夏至の日の出

※平安時代中期にまとめられた法令集『延喜式』に挙げられている格式の高い神社。大社・小社があり、とりわけ生島足島神社は大社の中でも「名神大」
（特に霊験著しい「名神」を祀る神社）とされている

左／生島足島神社の参道を通る太陽の線について説明する和根崎さん
上／相原さんが分析した塩田平の「太陽の線」。『信濃路 第 42 号』

（1983 年／信濃路出版株式会社）掲載の図をもとに作成

泥宮

生島足島神社

上田駅千曲川

しなの鉄道
新幹線

別所線
別所温泉駅

大日孁神社弓立神社

夫神岳
女神岳

独鈷山

信濃国分寺跡
国分八幡社

太陽
の線

塩
田
平
の

太
陽
の
線 

と
、

龍
神
へ
の
祈
り
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TV アニメ『まんが日本昔ばなし』のオープニ
ングに登場する龍に乗る子どもは、児童文学
作家・松谷みよ子さんの創作童話『竜の子太
郎』（太郎が母龍と一緒に水に困っていた村
人を助ける話）だが、そのモデルとなったの
が塩田平の「小泉小太郎」伝説だ。小太郎は
大蛇を母とし、産川の上流にある鞍が淵で産
み落とされた。大蛇も龍と同じく水の神であ
り、産川の源である独鈷山は水神の山として

も崇められている。
鞍が淵周辺で採取
される「蛇骨石」は、
色と形がヘビの骨
に 似 て い る こ と
からこの名がある。

小泉小太郎の伝説

別所温泉で行われる『岳の幟行事』は、
龍をかたどったたくさんの幟を立て
て、水源となる山々の神を崇め、祈
り、恵みの雨を願うもの（詳細は P12）。
塩田平で行われる『百八手』は、ため
池の周りを大勢で取り囲み、200 本
を超える松

たい

明
まつ

を燃やして龍神に雨を
願う雨乞い行事で、「アメ フラセタ
ンマイナ」と唱える。

雨乞いの祭り

神
の
山
と
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
名

称
に『
龍
と
生
き
る
ま
ち
』
を
加
え

ま
し
た
」
と
和
根
崎
さ
ん
。
面
白
い

こ
と
に
、塩
田
平
を
横
断
す
る
別
所

線
の
軌
道
も
レ
イ
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

龍
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と
い
う
。

塩
田
平
の
人
々
の
生
活
の
足
と
し
て
、

二
〇
二
四
年
で
全
線
開
通
百
年
を
迎

え
る
別
所
線
。
そ
の
鉄
道
施
設
も

ま
た
、日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
。「
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
は
、地
元
の
人
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
で
見
慣
れ
た
も
の
で
も
、

実
は『
珍
し
い
』『
面
白
い
』
と
感
じ

ら
れ
る
も
の
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
触
れ
る
こ
と

が
、上
田
・
塩
田
平
を
訪
れ
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

次
頁
か
ら
は〝
謎
解
き
〟
の
答
え

合
わ
せ
を
す
る
べ
く
、そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
文
化
財
を
め
ぐ
っ
て
み
た
い
。

　

さ
っ
そ
く
和
根
崎
さ
ん
と
共
に
、

信
濃
国
分
寺
、生
島
足
島
神
社
、前ぜ

ん

山さ
ん

寺じ

な
ど
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
を

め
ぐ
っ
て
み
た
。
塩
田
平
に
来
て
気

づ
く
の
が
、た
め
池
が
多
い
こ
と
だ
。

江
戸
時
代
に
は
二
百
を
超
え
る
た
め

池
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、現

在
は
百
カ
所
ほ
ど
存
在
す
る
と
い
う
。

「
塩
田
平
は
全
国
で
も
有
数
の
雨
が

少
な
い
地
域
で
、『
岳た

け

の
幟

の
ぼ
り

行ぎ
ょ
う

事じ

』

『
百

ひ
ゃ
く

八は
っ

手て

』
な
ど
の
雨
乞
い
の
祭
り
や
、

お
地
蔵
様
を
川
や
池
に
投
げ
込
む
こ

と
で
雨
を
降
ら
せ
よ
う
と
す
る
信
仰

が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

『
小
泉
小
太
郎
伝
説
』
な
ど
、山
々
に

宿
る
神
が
龍
や
大
蛇
と
な
っ
て
恵
み

の
雨
を
も
た
ら
す
と
い
う
伝
説
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、『
鞍く

ら

が
淵ふ

ち

』『
蛇じ

ゃ

骨こ
つ

石い
し

』『
産さ

ん

川が
わ

』
な
ど
伝
説
に
ま
つ
わ
る

地
名
や
名
称
も
残
っ
て
い
ま
す
。
塩

田
平
の
南
に
そ
び
え
る
独と

っ

鈷こ

山さ
ん

は
水

雨
が
少
な
い
地
域
で

祈
り
を
さ
さ
げ
て
き
た
人
々

ため池のひとつ、上窪池。写真左手の 4 本の高い木が見えるところに泥宮がある

百八手

鞍が淵

レイラインに沿って走る別所線。© 岡田光司

独鈷山。弘法大師空海が雨乞いのために山中に草庵を結んだといわれる。山の名の由来は、弘法大師が「独鈷」という仏具を埋めたという伝説から
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上
田
駅
か
ら「
し
な
の
鉄
道
」
で
一

つ
目
、信
濃
国
分
寺
駅
か
ら
徒
歩
五

分
。
信
濃
国
分
寺
は
、天
平
十
三
年

（
七
四
一
）
に
創
建
し
た
古
刹
で
あ
る
。

国
分
寺
は
聖
武
天
皇
が
国
家
鎮
護
の

た
め
に
日
本
各
地
に
建
立
を
命
じ
た

寺
で
、そ
の
頂
点
に
位
置
す
る
の
が

奈
良
の
大
仏
で
知
ら
れ
る
東
大
寺
だ
。

「
こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
は
、上
田
が

信
濃
国
の
要
所
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
古
代
の
国
道
で
あ
る
東
山
道
が

通
り
、都
と
の
交
通
至
便
。
そ
し
て

災
害
が
少
な
く
、気
候
も
穏
や
か
で
、

千
曲
川
を
望
む
景
勝
の
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
住
職
の

塩し
お

入い
り

法ほ
う

道ど
う

さ
ん
は
話
す
。

　

平
安
時
代
、平
将
門
の
乱
に
巻
き

宮司代務者の池内宣裕さん

※１ 大国主命 ( おおく
に ぬ し の み こ と ) の 子。
諏訪に着いた後、諏訪大
社の祭神となる
※２ 皇居にある賢所（か
しこどころ）、皇霊殿、神
殿の総称で、宮中祭祀が
行われる。生島足島神は
神殿内に祀られている

　

塩
田
平
の
中
心
に
、池
に
囲
ま
れ

た
朱
塗
り
の
美
し
い「
生
島
足
島
神

社
」
が
佇
む
。
レ
イ
ラ
イ
ン
上
に
位

置
し
、夏
至
に
は
東
の
鳥
居
の
中
央

に
日
が
昇
り
、冬
至
に
は
西
の
鳥
居

の
中
央
に
日
が
沈
む
神
秘
的
な
光
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
延
喜
式
』（
Ｐ
４
）
に
も
載
る
古
社

で
、祭
神
は
万
物
に
生
命
力
を
与
え

る「
生
島
大
神
」
と
、万
物
を
満
ち
足

ら
し
め
る「
足
島
大
神
」。
神
代
の
昔
、

建た
て

御み

名な

方か
た
の

命み
こ
と（
※
１
）
が
故
郷
の
出

雲
を
追
わ
れ
て
信
濃
国
・
諏
訪
へ
向

か
う
途
中
、こ
の
地
で
生
島
足
島
の

二
神
に
七
夜
毎
に
米
粥
を
供
え
た
と

い
う
。
後
世
に
は
北
条
氏
、武
田
氏
、

真
田
氏
を
は
じ
め
代
々
の
上
田
城
主

か
ら
も
崇
敬
さ
れ
た
。

　

宮
司
代
務
者
の
池
内
宣
裕
さ
ん
は

「
当
社
の
御
神
体
は
上
宮
内
殿
の
土

間
、即
ち
大
地
・
国
土
そ
の
も
の
で
、

日
本
列
島
の
鎮
守
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
の
神
池
は
海
、そ
こ
に
浮
か
ぶ

神
島
は
日
本
列
島
を
表
し
、大
神
は

込
ま
れ
て
寺
は
焼
失
。
さ
ら
に
律
令

制
度
の
崩
壊
に
伴
っ
て
国
家
の
保
護

が
失
わ
れ
、寺
は
衰
退
に
向
か
っ
た
。

源
頼
朝
が
善
光
寺
に
参
拝
し
た
帰
り
、

衰
退
し
た
国
分
寺
を
見
て
、堂
塔
の

再
建
を
誓
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
寺
は
そ
の
後
、地
域
に
根
差
し

た
民
衆
の
寺
と
な
り
、「
八
日
堂
縁

日
」（
毎
年
一
月
七
・
八
日
）
の
開
催

や
、厄
除
け
を
願
う
民
間
信
仰「
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

」
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
。

　

室
町
時
代
に
建
て
ら
れ
た
三
重
塔

の
中
に
は
、大
日
如
来
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。「
大
日
如
来
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で『
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
』

と
言
い
、太
陽
を
司
る
仏
様
で
す
。
日

本
遺
産
の『
太
陽
の
線
』
が
通
る
出

発
点
と
し
て
、偶
然
と
は
思
え
な
い

縁
を
感
じ
ま
す
」
と
塩
入
さ
ん
。

日
本
列
島
が
生
き
生
き
と
し
、豊
か

で
栄
え
る
満
ち
足
り
た
島
国
で
あ
る

よ
う
日
々
護
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。
同
じ
祭
神
を
祀

る
神
社
は
近
畿
に
数
社
あ
る
が
、東

日
本
で
は
皇
居
内
宮
中
三
殿（
※
２
）

と
生
島
足
島
神
社
の
み
と
い
う
。「
地

図
を
見
る
と
、信
濃
は
列
島
の
ほ
ぼ

真
ん
中
。
こ
の
地
を
重
要
な
地
と
位

置
づ
け
、レ
イ
ラ
イ
ン
上
に
境
内
を

整
え
た
先
人
た
ち
の
慧け

い

眼が
ん

に
、改
め

て
尊
敬
の
意
を
感
じ
ま
す
」

国
家
鎮
護
の
た
め
に

建
立
さ
れ
た
国
分
寺

御
神
体
に「
大
地
」
を

祀
る
日
本
の
総
鎮
守

上田市国分 1049 
TEL 0268-24-1388

上田市下之郷中池西 701　
TEL 0268-38-2755

日
本
遺
産

構
成
文
化
財
を

め
ぐ
る

「
太
陽
と
大
地
の
聖
地
」
を
構
成
す
る
文
化
財
の
数
々
。

上
田
市
街
地
か
ら
別
所
温
泉
ま
で
の
各
所
を
訪
ね
よ
う
。

上／国の重要文化財に指定されてい
る三重塔（内部は通常非公開）　
中／塩入法道さん。後ろは江戸時代
末期に建てられた本堂で、善光寺本
堂を模した造りと言われている　
下／信濃国分寺は創建当時、現在地
より 300m ほど南方に建てられて
いた。昭和 30 ～ 40 年代、その国分
寺跡（現・国分寺史跡公園）の発掘
で瓦が大量に出土。「蓮華文（れんげ
もん）の洗練された意匠ですね。都
から腕利きの職人が集められたので
しょう」と塩入さん

冬至の日、生島足島神社の西鳥居の向こうに輝く夕日

御神橋。毎年、摂社・諏訪神社（下宮）から諏訪神がこの橋を通り、
御本社（上宮）へ還り、七夜毎にご飯を炊いて生島足島神に供え
る儀式が行われている 信

濃
国
分
寺生い

く

島し

ま

足た

る

島し

ま

神
社
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弘法大師空海の開創と伝わる。鎌倉時代には北条
氏の分流「塩田北条氏」の祈願寺に。信濃でも有数
の学問所となり、別所の安楽寺、常楽寺、長楽寺など
と共に「信州の学海」（※）といわれた。本尊は大
日如来。三重塔は室町時代初期の造立と推定され、
何らかの理由で二層・三層には扉や廻廊が無いが、
簡素かつのびやかで美しいことから「未完成の完成
塔」と親しまれている。

上田市前山 300

※中国の高僧や学問を志す学僧が、大海に流れ込むがごとく集まっ
てきたことから

© 岡田光司

　

鳥
居
を
貫
く
夏
至
の
朝
日
。
陽
の

光
に
照
ら
さ
れ
、黄
金
色
の
田
ん
ぼ

の
中
を
走
る
別
所
線
…
。
ハ
ッ
と
息

を
呑
む
よ
う
な
美
し
い
景
色
を
撮
る

の
は
、塩
田
平
在
住
の
風
景
写
真
家
・

岡
田
光
司
さ
ん
だ
。

　

学
生
時
代
に
訪
れ
た
北
海
道
で
、

写
真
家
の
前
田
真
三
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ

平安初期、比叡山延暦寺の慈覚大師円仁が開創。本
堂が北向きの寺は珍しく、南向きの善光寺（長野市）
と向かい合っている。現世利益を願う北向観音と極
楽往生を願う善光寺の「両参り」をすることで、どち
らのご利益も得られるといわれる。

別所温泉街の中心で信仰をあつめる

信州最古の禅寺。鎌倉時代、惟
い

仙
せん

和尚により開創。
惟仙は中国留学時に高僧・蘭

らん

渓
けい

道
どう

隆
りゅう

（鎌倉の建長寺
を開創）と知り合い、その後も交流を深めた。日本
で唯一の木造による八角三重塔（国宝）は、中国伝来
の建築様式「禅

ぜん

宗
しゅう

様
よう

」で造られており、大日如来像
が安置されている。

木立の中に聳
そび

える美しい八角三重塔

上田市別所温泉 2361

その他の日本遺産構成文化財は上田市の
日本遺産公式ウェブサイトを参照。

〈問い合わせ〉
上田市観光シティプロモーション課
TEL 0268-23-5408

上田市本郷（上窪池となり）

上田市別所温泉 1666

ため池「上窪池」のほとりに位置する神社。稲作と
の関連で信仰されてきたことが窺える。レイライン
上に位置し、太陽が夏至には鳥居の真ん中から昇り、
冬至には鳥居と社殿の格子窓の真ん中に沈む様子を
見ることができる。

大地の泥を敬うお宮

2022 年、光司さんの写
真、康子さんの文で別所
線の写真絵本『赤い鉄橋
を渡っていくよ』（文研
出版）を発刊（2023 年

「先生のすすめる夏休み
すいせん図書」に選定）。
台風で落ちた鉄橋の復旧
を願い、地元の人々が別
所線を応援する心温まる
物語だ

上
田
に
移
住
し
二
五
年

地
域
の
魅
力
を
発
信

リ
ー
で
見
た
美
し
い
丘
の
写
真
に
心

奪
わ
れ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
独
学
で
撮
影
技
術
を
磨
き
、写
真

家
と
し
て
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
ま
で
七
年
か
か
っ
た
。

　

二
〇
代
半
ば
、富
良
野
の
花
畑
を

撮
影
し
て
い
た
時
に「
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ま
れ

た
の
が
、妻
の
康
子
さ
ん
と
の
出
合

い
。
結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

一
九
九
四
年
に
千
葉
県
市
川
市
の
ア

パ
ー
ト
か
ら
康
子
さ
ん
の
実
家
の
近

く
の
塩
田
平
に
移
住
し
た
。
初
め
は

以
前
と
変
わ
ら
ず
国
内
外
へ
撮
影
に

出
掛
け
て
い
た
が
、「
住
ん
で
十
年

く
ら
い
経
つ
と
、こ
こ
の
空
気
が
身

体
に
染
み
込
み
、風
景
が
よ
く
見
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
山
や

田
ん
ぼ
が
あ
り
、鉄
道
が
走
り
…
と
、

箱
庭
み
た
い
な
景
色
の
魅
力
に
気
づ

い
た
の
で
す
」

　

二
〇
一
九
年
、別
所
線
を
撮
影
し

た
写
真
が
目
に
留
ま
り
、岡
田
さ
ん

の
写
真
が
上
田
市
の
日
本
遺
産
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
。
翌
年
、日
本
遺
産
認
定
日
の
二

日
後
が
、ち
ょ
う
ど
夏
至
の
日
だ
っ

た
。
早
朝
、生
島
足
島
神
社
の
大
鳥

居
の
前
で
カ
メ
ラ
を
構
え
る
と
、

「
曇
っ
て
い
た
の
に
、日
が
昇
っ
て
一

瞬
、三
〇
秒
だ
け
晴
れ
た
ん
で
す
。

塩
田
平
で
撮
影
し
て
い
る
と
、太
陽

の
照
り
方
や
花
の
開
花
状
況
な
ど
、

不
思
議
と
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が

わ
か
っ
て
く
る
。
偶
然
に
も
私
の
誕

生
日
は
夏
至
の
日
。
そ
し
て
名
前
も

『
光
を
司
る
』（
笑
）。
レ
イ
ラ
イ
ン

の
こ
と
は
知
ら
ず
に
移
住
し
ま
し
た

が
、何
か
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
来
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」と
微
笑
む
。

岡田光司 さん

地元写真家が語る

美
し
き
塩
田
平
の
風
景

北き

た

向む

き

観か

ん

音の

ん

堂ど

う

前ぜ

ん

山さ

ん

寺じ

安あ

ん

楽ら

く

寺じ

泥ど

ろ

宮み

や

弘法大師が開創。本尊は大日如来

上田電鉄別所線は、大正 10 年（1921） に 開
業。100 年を経て今なお地元の人々の生活
の足として、また上田から別所温泉までの
観光路線として活躍する。© 岡田光司
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別
所
温
泉
に
は
古
く
か
ら
雨
乞
い

の
行
事「
岳
の
幟
行
事
」
が
伝
わ
る
。

塩
田
平
は
雨
の
少
な
い
地
域
で
、永
正

年
間（
一
五
〇
四
～
一
五
二
一
）
の
大

干
ば
つ
の
際
に
村
人
が
夫
神
岳
の
神

に
雨
乞
い
の
祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
、恵

み
の
雨
が
降
っ
た
と
い
う
。
以
来
、

夫
神
岳
の
山
頂
に
祠
を
建
て
、水
と

豊
作
の
神「
九く

頭ず

竜り
ゅ
う

神
」
を
祀
り
、各

家
で
織
っ
た
布
を
奉
納
し
た
の
が
こ

の
行
事
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、祭
り
は
例
年
七
月
十
五
日

に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
別
所

の
四
地
区（
上わ

手で

・
院い

ん

内な
い

・
大お

お

湯ゆ

・

分わ
か

去さ
れ

）
が
交
代
で
夫
神
岳
に
登
り
、

反
物
を
供
え
て
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た

後
に
、反
物
を
竹
竿
に
吊
る
し
て
幟

に
仕
立
て
て
山
を
下
り
る
。
院
内
地

区
の
総
代
で
、祭
り
全
体
の
総
代
も

務
め
る
松
﨑
良
人
さ
ん
に
話
を
聞
い

た
。「
当
番
地
区
は
夜
明
け
と
共
に

一
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
山
に
登
り
、神

事
の
後
に
下
山
し
て
他
の
地
区
と
合

流
し
ま
す
。
そ
し
て
龍
に
見
立
て
た

幟
を
掲
げ
て
列
を
組
み
、三
体
の
獅

子
が
勇
壮
に
舞
う『
三み

頭か
し
ら

獅じ

子し

』
や

子
ど
も
た
ち
が
舞
う
郷
土
芸
能『
さ

さ
ら
踊
り
』
と
共
に
別
所
地
区
内
を

回
り
、最
後
に
別
所
神
社
で
踊
り
と

舞
を
奉
納
し
て
終
わ
り
ま
す
。
不
思

議
な
こ
と
に
、練
り
歩
き
の
最
中
、晴

れ
た
日
で
も
多
少
な
り
と
も
パ
ラ
パ

ラ
ッ
と
雨
が
降
る
ん
で
す
よ
。
近
年

は
少
子
高
齢
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
祭
り
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、五
百
年
続
く

お
祭
り
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
次
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

別所温泉の外湯

五
百
年
続
く
雨
乞
い
行
事

龍
神
へ
の
祈
り
と
感
謝

雨乞いの祈り

岳た

け

の
幟の

ぼ
り

行
事

岳の幟行事で奉納される「三
頭獅子」の舞。龍の頭をして
いる

松﨑良人さん。別所温泉で祖
父の代から畳店を営み、主に
寺院の畳の張替えを請け負っ
ている

いずれも北向観音堂より徒歩 5 分ほど。
詳細は別所温泉財産区（besshoonsen-zaisanku.com）

笛や太鼓の音と共に、風に揺られながら連なる幟の列。© 岡田光司

山頂での神事。祠には「高龗大神（たかおかみの
おおかみ）」と彫られている。「龗」は雨かん
むりの下に「口」を三つ、その下に「龍」と書く
難しい漢字で、雨や水をつかさどる龍神を表す

石湯の浴室

別所温泉街の中心部にある北向観音堂と参道。観音堂の「洗心」（手水舎）には温泉
の源泉が湧き出している

信
州
最
古
の
温
泉

別
所
温
泉

　

信
濃
国
分
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
を
め
ぐ
る
旅

の
終
点
は
別
所
温
泉
。
レ
イ
ラ
イ
ン

が
通
る
夫お

神が
み

岳だ
け

、女め

神が
み

岳だ
け

の
麓
の
温

泉
街
だ
。「
信
州
の
鎌
倉
」
と
呼
ば

れ
る
塩
田
平
の
中
で
も
、別
所
温
泉

は
安
楽
寺
、常
楽
寺
、北
向
観
音
堂
、

別
所
神
社
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
や

文
化
財
が
集
ま
る
エ
リ
ア
。
温
泉
は

千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、信
州
最

古
と
い
わ
れ
て
い
る
。
泉
質
は
弱
ア

ル
カ
リ
性
で
、肌
が
な
め
ら
か
に
な

る「
美
人
の
湯
」
と
し
て
評
判
を
呼

ぶ
。
旅
館
の
内
湯
を
堪
能
し
た
後
は
、

外
湯（
共
同
浴
場
）
め
ぐ
り
に
も
出

か
け
よ
う
。

「
信
州
の
鎌
倉
」
で

愛
さ
れ
て
き
た
名
湯

木曽義仲が上洛の機会をうかがっていた頃、愛妾の「葵
の前」としばしば入浴したと伝わる。塩田北条氏の北
条義政が浴室を建て、「北条湯」と呼ばれたこともある。
営 6：00 ～ 22：00　休 第 1･3 水曜日　200 円

大湯

北向観音堂を建立した慈覚大師円仁が好んで入浴したの
でこの名がつけられた。矢傷を負った雉子（きじ）が湯
あみして傷を癒したので「雉子湯」と呼ばれたこともある。
営 6：00 ～ 22：00　休 第 1･3 木曜日　200 円

大師湯

天然岩風呂。戦国時代、真田一族がこの湯で傷を癒し、
英気を養ったと伝わる。池波正太郎の小説『真田太平
記』にも登場するため、「真田幸村隠しの湯」の愛称も。
営 6：00 ～ 22：00　休 第 2･4 火曜日　200 円

石湯
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に
上
田
城
を
築
い
て
居
城
を
移
し
た
。

城
は
南
を
千
曲
川
と
そ
の
分
流
の

尼
ヶ
淵（
現
在
は
駐
車
場
や
芝
生
広

場
に
な
っ
て
い
る
）
の
断
崖
に
面
し
、

北
と
西
は
矢
出
沢
川
に
外
堀
の
役
目

を
果
た
さ
せ
る
な
ど
、天
然
の
要
害

と
な
っ
て
い
た
。

　

上
田
城
は
二
度
も
徳
川
軍
を
撃
退

し
、不
敗
の
城
と
し
て
名
を
轟
か
せ

る
。
第
一
次
上
田
合
戦
は
、徳
川
家

康
が
同
盟
相
手
の
北
条
家
の
た
め
に
、

上
州
の
沼
田
領
を
譲
る
よ
う
真
田
昌

幸
に
求
め
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

昌
幸
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
徳
川
と
断

交
し
、上
杉
景
勝
に
従
属
。
天
正
十
三

年（
一
五
八
五
）、家
康
は
真
田
討
伐

に
向
か
う
が
、徳
川
軍
七
千
に
対
し
、

　

二
〇
一
六
年
に
放
送
さ
れ
、話
題

を
呼
ん
だ
大
河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
石
垣
の
映
像
が

映
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
の
ロ
ケ
地
の
一

つ
が
、真
田
氏
が
本
拠
と
し
た
上
田

城
の
石
垣
だ
っ
た
。
現
在
の
石
垣
は

江
戸
時
代
の
藩
主
・
仙
石
氏
や
松
平

氏
が
築
い
た
も
の
だ
が
、上
田
城
と

言
え
ば
多
く
の
人
が
真
田
氏
を
想
起

す
る
。
そ
し
て
、上
田
の
市
街
地
を

歩
け
ば
、あ
ち
こ
ち
に
真
田
氏
の
家

紋
で
あ
る
六
文
銭
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
サ
イ
ン
を
見
か
け
る
。
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
、真
田
氏
が
上
田
城

に
遺
し
た
逸
話
の
数
々
が
、人
々
の

間
に
強
く
印
象
付
け
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　

真
田
氏
は
元
々
、現
在
の
上
田
市

北
東
部
に
あ
る
真
田
地
域
を
本
拠
地

と
す
る
地
方
豪
族
だ
っ
た
。
真
田
幸

綱（
幸
隆
）
の
時
代
に
武
田
家
の
配
下

と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
、そ
の
家

督
を
継
い
だ
三
男
・
昌
幸
が
上
田
に

進
出
し
、天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）

真
田
は
千
数
百
人
の
寡
兵
な
が
ら
こ

れ
を
撃
退
し
た
。

　

第
二
次
上
田
合
戦
は
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）。
徳
川
家
康
の
命
に

従
っ
て
上
杉
景
勝
征
伐
の
軍
に
随
行

し
て
い
た
昌
幸
と
次
男
の
信
繁（
幸

村
）
は
、途
中
で
石
田
三
成
方
に
寝

返
る
。
長
男
の
信
之
は
徳
川
家
康
の

重
臣
・
本
多
忠
勝
の
娘
を
娶め
と

っ
て
い

た
た
め
、徳
川
方
に
残
っ
た
。
徳
川

秀
忠
軍
三
万
八
千
人
は
上
田
城
を

攻
め
る
が
、昌
幸
と
信
繁
は
わ
ず
か

二
千
五
百
の
兵
で
防
戦
。
八
日
間
も

上
田
で
足
止
め
さ
れ
た
秀
忠
軍
は

関
ヶ
原
の
合
戦
に
間
に
合
わ
な
く
な

り
、家
康
よ
り
叱
責
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
の
昌
幸
・
信
之
・
信
繁
の
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
に
つ
い
て
は
ご

存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

上
田
城
は
関
ヶ
原
の
合
戦
後
に
破

却
。
上
田
藩
主
と
な
っ
た
信
之
で

あ
っ
た
が
、元
和
八
年（
一
六
二
二
）

に
信
州
松
代
へ
移
封
。
そ
の
後
、近

隣
の
小
諸
か
ら
入
封
し
た
仙
石
氏
に

よ
っ
て
再
興
さ
れ
、江
戸
時
代
中
期

に
は
松
平
氏
の
居
城
と
な
っ
た
。

徳
川
軍
を
二
度
も
撃
退
し
た

真
田
氏
の
名
城

『
鬼
平
犯
科
帳
』
や『
剣
客
商

売
』
な
ど
の
時
代
小
説
で

知
ら
れ
、今
年
生
誕
百
年
と

な
る
作
家
・
池
波
正
太
郎
。

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
八
二

年
に
週
刊
誌
に
連
載
さ
れ
た

『
真
田
太
平
記
』
は
真
田
一

族
の
波
乱
万
丈
の
生
き
様
を

描
い
た
長
編
小
説
で
、こ
ち

ら
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ

た
人
気
作
品
だ
。
池
波
は
膨

大
な
資
料
を
読
み
込
み
、取

材
の
た
め
何
度
も
上
田
を
訪

れ
た
と
い
う
。
学
芸
員
の
竹

内
美
鈴
さ
ん
は「
先
生
は
実

際
に
自
分
の
目
で
見
て
歩
く

こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
例
え
ば
上
田
城
か
ら

別
所
温
泉
の
方
ま
で
見
え
る

だ
ろ
う
か
、季
節
に
よ
っ
て

気
温
は
ど
う
変
わ
る
の
だ
ろ

う
か
な
ど
、距
離
感
や
季
節

感
を
実
感
し
、史
料
に
は
な

い
歴
史
を
描
い
た
と
聞
き
ま

す
。
そ
こ
が
先
生
の
作
品
の

深
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。
真
田

太
平
記
館
で
は
取
材
ノ
ー
ト

や
遺
愛
品
な
ど
を
展
示
す
る

ほ
か
、企
画
展
も
開
催
。
東

京
都
台
東
区
の「
池
波
正
太

郎
記
念
文
庫
」
の
姉
妹
館
に

な
っ
て
お
り
、連
携
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

池
波
正
太
郎

真
田
太
平
記
館

仙石氏は本丸に 7 棟の櫓（やぐら）を築造。現在 3 棟が残る。写真は東虎口（ひがしこぐち）櫓門と南櫓。北櫓と南櫓は明治維新後、市街地北方の遊郭に
移築されていたが、上田市民有志が買い戻して 1949 年に復元された。東虎口櫓門は 1994 年に復元。西櫓は寛永 3 年（1626）の築造当時の貴重なもの

上／尼ヶ淵から見上げた南櫓下の石垣。自然石
を積み上げる「野面積み」（のづらづみ）、隙間の
少ない「打込接」（うちこみはぎ）など、石垣が積
まれた時代の違いがわかる　下／二の丸の堀の
跡には、かつて真田方面に向かう鉄道が通ってい
た（1928 ～ 1972 年）

上田城の城下町の雰囲気を今に伝え
る柳町エリア。江戸時代には北国街
道の宿場町となった。明治時代にな
ると上田は蚕糸業で栄え、「蚕都（さ
んと）」と呼ばれた

　　上田の歴史旅足を
延ばして

ここからは足を延ばして、上田市内で触れられるもう一つの歴史めぐりに
出かけてみよう。まずはここ、上田城から歩いてみる。

上
田
城

〈上田城跡公園〉
上田市二の丸 6263- イ 
TEL 0268-23-5135

上田市中央 3-7-3　TEL 0268-28-7100
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訪れたい、上田の名店

完熟した国産果実の果汁に、寒天、グラニュー糖、水
飴を加えてゼリーに仕立てたみすゞ飴。誕生は明治
45 年（1912）頃、水飴と寒天で作る伝統的な翁飴に、
県の特産品でもある果物を練り込むことで新しい味
わいを創り上げた。果実の色や香りを損なわないよ
うに仕上げる「飴練り」、生飴を美しく切り分ける「飴
切り」など、職人の手で伝統の味を守り続けている。

〈上田本店・分店〉上田市中央 1-1-21　TEL 0268-75-7620
営 10：00 ～ 18：00　休 大晦日午後、元旦

素朴な味に頬が緩む
長野県を代表する銘菓

静寂に包まれた展示館

無
言
館

上田市古安曽
字山王山 3462
TEL 0268-37-1650
開 9：00 ～ 17：00
　 （入館は 16：30 まで）
休 火曜日
料 一般 1,000 円
　 高・大学生・
    障がい者 800 円
　 小・中学生 100 円

　

本
特
集
に
て
、太
陽
と
大
地
、そ
し

て
龍
神
へ
の
祈
り
の
地
と
し
て
紹
介

し
て
き
た
塩
田
平
。
こ
こ
に
は
も
う

ひ
と
つ
の
祈
り
―
鎮
魂
の
施
設
が
あ

る
。
前
山
寺
の
ほ
ど
近
く
、木
立
の
中

に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む「
無
言
館
」

あ
る
い
は
独
学
に
よ
っ
て
絵
を
学
ん

で
い
た
絵
描
き
の
卵
た
ち
。
館
主
の

窪
島
誠
一
郎
さ
ん
は
訪
れ
る
人
に
向

け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で「
厳
し
い
飢

餓
と
恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
も
、

最
後
ま
で
絵
へ
の
情
熱
と
、生
き
る

こ
と
へ
の
希
望
を
う
し
な
わ
ず
、そ

だ
。
正
式
な
館
名
は「
戦
没
画
学
生
慰

霊
美
術
館 

無
言
館
」。
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
志
半
ば
で
戦
場
に
散
っ
た

若
者
た
ち
の
絵
画
や
彫
刻
、愛
用
し
た

画
材
な
ど
を
展
示
・
収
蔵
し
て
い
る
。

　

画
学
生
た
ち
は
当
時
の
東
京
美
術

学
校（
現
在
の
東
京
藝
大
）、帝
国
美

術
学
校（
現
在
の
武
蔵
野
美
大
・
多

摩
美
大
）
に
在
籍
し
て
い
た
学
生
や
、

の
思
い
を
一
冊
の
ス
ケ
ッ
チ
帖
、一

枚
の
画
布
に
き
ざ
ん
で
死
ん
で
ゆ
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
彼
ら
の
無
念
と

同
時
に
、ひ
た
む
き
な
生
の
軌
跡
が

あ
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

窪
島
さ
ん
は
戦
場
体
験
を
持
つ
洋

画
家
・
野
見
山
暁ぎ

ょ
う

治じ

さ
ん
と
の
出

会
い
を
き
っ
か
け
に
、私
財
を
投
じ

て
一
九
九
七
年
に
無
言
館
を
開
館
し

た
。
そ
ば
に
は
二
〇
〇
八
年
に
開
館

し
た「
第
二
展
示
館
」
や
、画
家
村
山

槐か
い

多た

を
は
じ
め
若
く
し
て
亡
く
な
っ

た
画
家
の
作
品
を
集
め
た「K

カ

イ

タ

A
IT

A
 

E

エ

ピ

タ

フ

PIT
A

PH

残
照
館
」（
旧「
信
濃
デ
ッ

サ
ン
館
」）
が
あ
る
。

志
半
ば
で
戦
場
に
散
っ
た

画
学
生
た
ち
の
遺
作

上／森の中にたたずむ無言
館　下／第二展示館の正
式名称は「傷ついた画布の
ドーム」。天井一面に画学
生たちの遺したデッサン画
が貼られている

日高安典さんの作品『裸婦』。モデ
ルである恋人に「あと五分、あと十
分、この絵を描き続けていたい」

「生きて帰ってきたら必ずこの絵
の続きを描くから」と言い残した
が、フィリピンで戦死。享年 27 歳

焼いて干した鮎約 50
匹 や 昆 布 等 を 10 時
間水に浸した後、とろ
火で 4 時間煮上げた
ス ー プ が 自 慢 の「 鮎
ラーメン」（1,320 円）

「みすゞ飴」箱入り小 240g （620
円）。あんず、うめ、もも、ぶどう、
さんぽうかん、りんごの 6 種類

アツアツの天ぷらと共に、そばの風味を堪能したい「天ざるそば 10 割」
（2,150 円）

そば処 倉乃

飯島商店（みすゞ飴本舗）

鯉西

そばの老舗・名店の多い上田市内で多くのファンから支持される
「倉乃」。上田市真田町渋沢の標高 1000m の地に広がる畑で自家
栽培したそばと、北海道幌加内産のそば、店主の眼鏡に適ったそば
の実のみを自家製粉し、四阿山の清冽な湧き水を使って打ち上げ
る。そばの香りを楽しめる「十割」と、自家栽培のそば粉を用いた

「倉乃そば」（土日限定、数量限定）は、そば通からも愛される一品だ。

上田市八木沢 268-3　TEL 0268-38-1347
営 11：00 ～ 15：00（平日は 14：00LO）　無休

名店ひしめく信州で理想のそばを追求

地元の人々のみならず、観光客からも
長く愛されてきた名店や、くつろぎの宿を紹介しよう。

海の無い長野県で発達した川魚漁。春から秋にかけ、千
曲川の清流を悠々と泳ぐ鮎やウグイは、地元で長く愛さ
れてきた食材だ。市内に残る唯一の川魚料理専門店「鯉
西」のメニューを開けば、鯉やイワナ、鮎（7 ～ 9 月）な
どの川魚料理がずらり。また、4 月下旬から 10 月中旬
頃までは、河川敷に「つけば小屋」を開設。千曲川の清
流を眺めながら、新鮮な川魚を味わえる。

〈本店〉上田市天神 1-9-19　TEL 0268-22-5124
営 11：00 ～ 14：00 ／ 17：00 ～ 21：00（要予約）　休 火曜

〈つけば小屋「鯉西」〉上田市常田 1-5　TEL 0268-23-2438
営 4 月下旬～ 10 月中旬

清流が育んだ川魚料理
伝統の漁法を守り続ける
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上田駅

至坂城町

上田原駅 赤坂上駅

神畑駅

大学前駅

下之郷駅
中塩田駅

中野駅

八木沢駅
別所温泉駅

舞田駅
塩田町駅

寺下駅

三好町駅

城下駅

至青木村

女神岳

至鹿教湯温泉 至長和町

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル 小屋坂トンネル

至東御市

至東御市

至菅平高原
上田菅平 I.C.

千曲川

上田バイパス

しなの鉄道

別
所
線

上
田
丸
子
線

北陸新幹線

R18

R144

R14
3

R25
4

Ｒ
１
５
２

夫神岳

信濃国分寺駅

前山寺の三重塔を描
いたイラストが目を
引 く「 信 州 の 鎌 倉 三
昧」（2,320 円）

地元で愛される大正 4 年（1915）創業の和菓子店「梅光堂」。その
4 代目にあたる竹内和男さんが開いたのが、洋菓子専門の「中塩田 
梅光堂」だ。店内にはケーキや焼き菓子が美しく並べられ、スタッ
フ全員が製菓衛生師の資格を取得しているのだそう。くるみクッ
キー・フローランタン・ヌガーチーヌを詰め合わせた「信州の鎌
倉三昧」は、上田土産としてもおすすめしたい一品だ。

上田市本郷 634-6　TEL 0268-38-7043　営 9：00 ～ 19：30　休 火曜

明治神宮にも献上する上田銘菓を手土産に

池波正太郎真田太平記館

信濃国分寺

生島足島神社

無言館

	 安楽寺八角三重塔

	 木造惟
い

仙
せん

和尚坐像・

	 木造恵
え

仁
にん

和尚坐像

	 常楽寺本堂

	 常楽寺石造多宝塔

	 北向観音堂

	 善光寺地震絵馬

	 愛
あい

染
ぜん

カツラ

	 舞
まい

田
た

の石造五輪塔

	 前
ぜん

山
さん

寺
じ

三重塔

	 ちがい石とその産地

	 西
さい

光
こう

寺
じ

阿弥陀堂

	 中禅寺薬師堂

	 中禅寺木造薬師如来坐像

	 中禅寺木造金剛力士像

	 前
まえ

山
やま

塩
しお

野
の

神社拝殿及び本殿

	 法
ほう

住
じゅう

寺
じ

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

堂
どう

附
つけたり

厨
ず

子
し

	 別所温泉の岳の幟行事

	 別所神社本殿

	 （神楽殿）（本
ほん

朝
ちょう

縁
えん

結
むすび

大
おお

神
かみの

祠
ほこら

）

	 鞍が淵と蛇骨石

	 千
せん

駄
だ

焚
た

き・百
ひゃく

八
はっ

手
て

	 奈
な

良
ら

尾
お

石
せき

造
ぞう

大
おお

姥
ば

坐
ざ

像
ぞう

	 保
ほ

野
や

の祇
ぎ

園
おん

祭
さい

	 信濃国分寺跡

	 信濃国分寺本堂

	 信濃国分寺三重塔

	 信濃国分寺石造多宝塔

	 牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

祭
さい

文
もん

	 上田市八
よう

日
か

堂
どう

の蘇
そ

民
みん

将
しょう

来
らい

符
ふ

頒
はん

布
ぷ

習
しゅう

俗
ぞく

	 八日堂縁日図

	 泥宮

	 生島足島神社本殿内殿

	 生島足島神社摂社諏訪社本殿

	 生島足島神社文書

	 長福寺銅造菩薩立像

	 別所線の鉄道施設

	 塩田平のため池群

上田マップ

上田市の
日本遺産構成文化財

上田城跡公園

若林醸造

かしわや本店

玉屋旅館

中塩田 梅光堂

そば処 倉乃

名優・花柳章太郎や作家・川口松太郎が愛したことでも知ら
れる、明治元年（1868）創業の宿。本館、離館どちらにも露天風
呂付きの客室を備え、天然温泉にいつでも浸かることができる。
また、本館・離館には合わせて６つの趣の異なる大浴場も。緑
が目を和ませる檜の露天風呂、野趣溢れる岩の内風呂、ゆった
りと寛げる貸切風呂など、好みの温泉を選べる贅沢さが嬉しい。

上田市別所温泉 1654
TEL 0268-38-3011

北向観音堂の隣
文人も愛した名湯

2015 年にリニューアルされた客室。写真の「セミスイー
ト和洋室」は、シモンズ製セミダブルサイズのローベッド
と、くつろげる琉球畳スペースが好評

信州最古の秘湯と言われ、落ち着いた情緒が
魅力の別所温泉。明治 3 年（1870）に創業し
た「玉屋旅館」は源泉 100％掛け流し、弱アル
カリ性のやわらかな泉質が愛される老舗旅
館だ。長野県独自の認定基準をクリアした

「信州プレミアム牛肉」のフィレ・サーロイ
ンの食べ比べなど、趣向を凝らしたディナー
も好評。美味しいものを食べ、温泉にゆった
り浸かり、温泉宿の醍醐味を満喫したい。

上田市別所温泉 227　TEL 0268-38-3015

別所温泉で愛される
創業 150 余年の老舗旅館

山々に囲まれ、神社仏閣が多く建ち並ぶことから「信州の鎌
倉」と呼ばれる塩田平。明治29年（1896）に創業した「若林醸造」
では、地元産の米や果実を使用した日本酒や甘酒、ジュース
の製造を行っている。代表銘柄「月吉野」は飲み飽きしな
い、すっきりとした味わい。ラベルを刷新した「つきよしの」
や米国向けの「Moonbloom Sake」など、5 代目にあたる杜
氏・若林真実さんを中心に、こだわりの酒造りを続けている。

上田市中野 466　TEL 0268-38-2526　休 土日祝（第 3 土曜日は営業）

吉野桜の下で月を見る
風雅な情景が浮かぶ銘酒

「つきよしの」の由
来となった名月と
吉野桜をデザイン
した、印象的なラベ
ルが特徴。7 種それ
ぞれの味わいを飲
み比べたい（720ml 
1,595 ～ 4,730 円）

若林醸造

かしわや本店

中塩田 梅光堂

こ ち ら は 貸 切 風 呂。
「檜の内風呂」と「石
の露天風呂」（写真）
をどちらも楽しめる

玉屋旅館

鯉西

飯島商店
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